
インドネシア・スマトラ沖地震の大津波の被災地に出来たカフェ（平成 17
年 2月 5日・毎日新聞掲載）。新聞の切り抜きを手元に残してあった。人々
の逞しさと、集える場の大切さを表現する。

共に活動する女川町連絡復興協議会の鈴木敬幸（右）と岡裕彦（左）。60 代、50 代で 20～40 代の若
者達の牽引役だが、「お前らやってみろ、責任は俺らが取る」という頼もしい兄貴分。世代を超えて
仲の良い女川チームは、震災前から来る人達誰に対してもオープンで、今も常に笑顔で迎え入れてく
れる。©Toshie Kusamoto

　

二
〇
一
一
年
四
月
。

　

自
ら
が
設
計
し
た
カ
フ
ェ
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ

ッ
ド
女
川
」
が
あ
っ
た
場
所
に
オ
ー
ナ
ー
の
岡
裕

彦
と
立
っ
た
。
人
々
の
営
み
に
満
ち
て
い
た
ま
ち

は
瓦
礫
の
荒
野
と
化
し
て
い
た
。
店
の
痕
跡
を
探

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
っ
た
。
以
前
か
ら
共

有
空
間
を
生
み
出
し
て
い
た
美
術
家
、
建
築
家
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
被
災
地
に
生
き
る
人
々
の

声
や
活
動
を
記
録
し
伝
え
る
プ
ロ
達
が
集
ま
っ

た
。
各
々
の
職
能
や
土
地
に
根
ざ
し
な
が
ら
、

震
災
か
ら
の
学
び
を
自
ら
の
暮
ら
し
に
置
き
換

え
る
こ
と
で
女
川
と
の
隔
た
り
を
越
え
、
普
遍

的
か
つ
新
し
い
価
値
観
を
わ
か
ち
合
う
仲
間
と

な
っ
た
。
数
回
に
わ
た
る
住
民
と
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
経
て
、
ス
ケ
ッ
チ
の
屋
台
は
「
お
ち

ゃ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
の
カ
フ
ェ
と
し
て

二
〇
一
二
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現
在
は

住
民
の
利
用
に
加
え
、
多
様
な
来
訪
者
に
開
か

れ
た
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
被
災
者
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
抽
象
化

せ
ず
、
個
人
的
な
関
係
を
拡
張
し
て
い
く
こ
と

女
川
常
夜
灯「
迎
え
火
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

し
か
し
、
昨
今
、
都
会
で
は
ほ
と
ん
ど
焚
き

火
が
で
き
な
く
な
り
、
火
を
熾
し
た
こ
と
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
も
少
な
く
な
っ
た
。
女
川
で
も

避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
の
移
転
が
進
む
に
し

た
が
い
、
焚
き
火
を
す
る
機
会
も
な
く
な
っ
た

と
い
う
。
「
あ
の
時
の
よ
う
な
焚
き
火
前
で
の

人
々
の
会
話
が
な
く
な
っ
た
な…

」
、
「
も
う

一
度
皆
で
焚
き
火
を
囲
み
た
い
な…

」
、
「
や

ろ
う
か
？
」
。
こ
の
よ
う
に
し
て
迎
え
火
の
企

画
が
始
ま
っ
た
。

「
送
り
火
」
で
は
な
く
て
「
迎
え
火
」
。
様
々

な
人
々
が
参
加
で
き
る
企
画
に
し
た
い
と
い
う

地
元
の
希
望
の
も
と
、
大
き
な
火
で
は
な
く
小

さ
な
火
を
た
く
さ
ん
、
流
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

家
の
敷
地
で
、
家
族
単
位
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
、

な
ど
が
次
々
に
決
ま
っ
て
い
っ
た
。
暗
闇
が
広

が
る
津
波
の
被
災
地
に
、
か
つ
て
の
生
活
の
灯

火
の
よ
う
に
、
「
焚
き
火
が
数
多
く
点
在
し
広

が
る
イ
メ
ー
ジ
」
を
皆
が
共
有
し
て
い
た
。
迎

え
火
が
招
魂
の
儀
式
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
小
さ
な
火
を
囲
む
こ
と
で
久
し
ぶ
り
に
知

り
合
い
や
か
つ
て
の
ご
近
所
さ
ん
が
集
い
、
再

会
し
、
再
び
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
。

そ
し
て
毎
年
、
女
川
の
そ
こ
か
し
こ
で
、
八
月

十
三
日
の
夜
七
時
に
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
も

花
火
で
も
、
ど
ん
な
形
で
も
い
い
か
ら
全
て
の

家
で
火
が
焚
か
れ
て
い
る
こ
と
を
恒
例
に
で
き

た
ら
。
と
、
焚
き
火
を
前
に
妄
想
が
ひ
ろ
が
る

の
だ
っ
た
。
と
に
か
く
、
こ
の
企
画
が
、
今
後

も
女
川
の
方
々
の
強
い
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強

く
し
、
外
部
か
ら
の
人
々
を
も
繋
い
で
行
く
助

け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
【
第
二
面
に
つ

づ
く
】

が
対
話
工
房
の
基
軸
だ
。
現
在
も
、
女
川
の
人

同
士
が
本
来
持
っ
て
い
た
密
接
な
関
係
性
と
共

鳴
し
、
い
く
つ
か
の
共
同
企
画
が
進
行
中
で
あ

る
。
去
る
八
月
十
三
日
に
は
、
震
災
後
二
度
目

の
お
盆
を
迎
え
た
女
川
で
、
地
元
に
寄
り
添
い

共
に
企
画
を
続
け
た
、
女
川
常
夜
灯
「
迎
え
火

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。

（
海
子
揮
一
／
建
築
家
）　
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現在のコミュニティカフェ「おちゃっこクラ
ブ」女川湾を一望できる高台にある。

4月に女川で再会した岡に手渡した
屋台のスケッチ。赤い灯台のような
部分は、かつてのダイアモンドヘッ
ドの姿を彷彿とさせる。

今回「迎え火」を開催した鷲神地区の氏神様、熊野神社から。
鷲神地区の一部と、女川湾を臨む。この高台に避難し、岡の
家族は助かった。©Hirohiko Koyamada

再
び
、
触
れ
ら
れ
る
未
来
へ
し
て
さ
迷
う
私
に
向
か
っ
て
、
「
あ
の
建
物

は
最
後
ま
で
津
波
に
耐
え
て
い
た
。
い
い
設

計
の
お
か
げ
だ
よ
」
彼
は
空
の
よ
う
に
澄
ん

だ
顔
で
力
強
く
語
っ
た
。

　

店
と
自
宅
、
そ
し
て
常
連
客
だ
っ
た
友
人

を
失
っ
た
彼
に
か
け
る
言
葉
は
な
か
っ
た
。

持
っ
て
い
る
技
術
や
知
識
で
彼
を
支
え
る
手

改修工事を手掛けたかつての「ダイアモ
ンドヘッド」。鷲神浜、海からすぐのと
ころに建っていた。ここに集い、町の未
来について語り合い、毎夜盛り上がって
いたと言う。©Kiichi Kaiko

ダイアモンドヘッドと「おちゃっこ」 立
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
祈
る
よ
う
に
、

一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
を
手
渡
す
こ
と
し
か
で
き

な
か
っ
た
。
屋
台
に
集
い
語
ら
う
人
々
の
姿
。

避
難
所
で
人
々
は
隣
人
と
分
断
さ
れ
、
復
興

の
か
け
声
の
中
で
取
り
残
さ
れ
て
い
た
。
岡

は
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
手
に
女
川
町
復
興
連
絡

協
議
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｋ
）
の
設
立
集
会
に
立
ち

「
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
気
軽
に
話
せ

る
場
」
の
必
要
性
を
と
説
い
た
。
か
つ
て
彼

の
店
が
担
っ
て
い
た
ま
ち
の
機
能
。
人
々
の

声
を
聞
き
、
明
日
を
夢
見
て
語
り
合
っ
た
空

間
こ
そ
、
未
来
に
触
れ
ら
れ
る
場
そ
の
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
大
切
さ
を
誰
も
が
覚
え
て
い

た
。

　

住
民
の
創
造
性
を
支
え
、
対
話
の
場
を
再

生
す
る
為
、
対
話
工
房
が
誕
生
。
同
時
に
Ｆ

Ｒ
Ｋ
と
協
同
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　

去
年
か
ら
女
川
に
来
る
た
び
に
、
夜
、
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
横
で
焚
き
火
を
し
な
が
ら
地

元
の
方
々
と
飲
み
語
ら
う
こ
と
が
続
い
て
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
き
な
が
ら
地
元
の
食
材
を

食
べ
、
笑
い
、
泣
き
、
総
じ
て
皆
楽
し
く
火
に

あ
た
っ
た
。
ろ
く
に
自
己
紹
介
も
な
く
と
も
、

焚
き
火
の
前
で
は
気
軽
に
話
し
合
い
、
無
言
で

い
る
こ
と
も
気
に
な
ら
な
い
。
会
議
室
の
机
の

上
で
は
な
か
な
か
話
せ
な
い
様
な
こ
と
や
、
す

て
き
な
ア
イ
デ
ア
が
ド
ン
ド
ン
湧
い
て
く
る
。

焚
き
火
は
本
当
に
凄
い
。
地
元
の
方
々
も
、
震

災
当
日
、
命
か
ら
が
ら
避
難
し
た
先
で
焚
き
火

を
熾
し
、
方
々
で
熾
る
火
を
見
て
お
互
い
に
励

ま
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
話
し
て
く

れ
た
。
想
像
を
超
え
る
壮
絶
な
焚
き
火
だ
っ
た

だ
ろ
う
。

　

で
も
、
「
あ
の
時
の
火
は
命
に
見
え
た
」
と

の
言
葉
に
は
私
も
感
応
で
き
る
。
私
に
も
未
だ

に
人
類
の
十
万
年
以
上
に
わ
た
る
焚
き
火
の
遺

伝
子
が
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る
。
火
を
起
こ

し
、
火
に
当
た
り
、
火
を
見
つ
め
る
と
心
の
奥

が
ゆ
っ
く
り
と
う
ず
く
。
様
々
な
思
考
が
緩
や

か
に
巡
り
始
め
、
周
り
の
人
々
と
も
緩
や
か
に

か
ら
み
始
め
る
。
焚
き
火
以
外
で
は
な
か
な
か

な
い
こ
と
で
あ
る
。

迎
え
火
考

獅子舞ギャラリー、女川グッズコー
ナーあり。ユニークな店主の個性が
光るお店です。
所在地：女川町地域医療センター前
営業時間：10:00～16:00　不定休
電話：090-9422-8248（岡）

【メニュー】ナポリタン／女川カレー
／コーヒー／ソフトクリーム他

おちゃっこクラブ

　【 発 行 元 】　

一般社団法人対話工房
宮城県 名 取 市 増 田 1-1-9

t a w a k o b o @ gm a i l . c o m

【ホームページアドレス】
http://taiwakobo.jimdo.com/
【 f a c e b o o k 】
www.facebook.com/taiwakobo

【 t w i t t e r 】
https://twitter .com/taiwakobo



ちいさな火 ... 火を見つめると心の奥がゆっくりとうずく。©Toshie Kusamoto

【
第
一
面
の
つ
づ
き
】
迎
え
火
を
「
今
後
百
年
継
続
す
る
ぞ
」
と
い

う
地
元
の
方
々
の
決
意
を
聞
か
さ
れ
、
私
は
、
女
川
と
の
関
係
性
も

百
年
継
続
す
る
こ
と
を
私
の
子
ど
も
の
代
ま
で
含
ん
で
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
と
強
く
思
う
の
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
な
れ
ば
、
迎
え
火
の

企
画
は
常
夜
灯
の
よ
う
に
、
人
々
の
指
針
と
な
る
よ
う
に
い
つ
で
も

優
し
く
光
る
灯
と
な
る
だ
ろ
う
と
夢
想
す
る
の
で
あ
る
。

 

（
小
山
田
徹/

美
術
家
）

◆
毎
年
「
迎
え
火
」
の
晩
に
は
、

震
災
の
記
憶
が
親
し
い
家
族
の
中

で
伝
承
さ
れ
て
い
く
。
女
川
の
風

物
詩
に
な
っ
た
「
迎
え
火
」
を
見

に
訪
れ
た
人
々
は
、
道
端
で
火
を

焚
く
人
懐
っ
こ
い
女
川
人
に
声
を

か
け
ら
れ
共
に
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
、
百
年
前
の
震
災
の
話
し
を
聞

く
か
も
し
れ
な
い
。
◆
二
〇
一
二

年
に
、
な
ぜ
こ
の
「
迎
え
火
」
が

こ
こ
で
始
ま
り
、
そ
の
時
こ
の
町

が
ど
ん
な
状
況
だ
っ
た
の
か
。
記

憶
を
繋
ぐ
口
承
の
機
会
を
残
す
こ

と
で
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
命
が

未
来
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い
や
ま

な
い
。
◆
今
後
は
、
来
ら
れ
な
か

っ
た
方
々
へ
の
配
慮
も
含
め
、
振

り
返
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
地

元
の
声
を
集
め
、
来
年
の
開
催
に

向
け
て
の
活
動
を
住
民
ら
と
開
始

す
る
。
（
女
川
常
夜
灯
「
迎
え
火

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
共
催　

対
話
工

房
）

　
　
　
　

女川住民が協力し合い、町の長老らと手配りした申
込書。遠方の方々は申込みの方法がわからず当日現
地申込みというケースも多くあった。高齢者が多い
女川では、ネットやメールよりもまずは紙で配りた
い。気づいた若者が主体的にネットに上げて広く声
をかけた。完璧じゃなくていい。口コミで少しずつ
広がれば。地元らしさを大事にしたい。

総勢 120 名を超えるボランティアが女川町内、全
国から集まった。安全に迎え火を実施してもらうた
めのミーティングも拡声器を利用。総隊長は女川町
復興連絡協議会の鈴木氏。迎え火隊長は、小山田。
24 台の無線機を駆使し、広い鷲神町内の各持ち場
を守った。

参加申込みのあった人々のかつての住まいを住宅地
図上にプロット。これだけたくさんの家や商店など
がここにあった。第一本部、受付で皆さんのお住ま
いを確認した。

迎え火を囲む人々。近隣との再会を喜び共に花火
や BBQ を楽しむ姿も、亡くなった方を偲び涙を流
す姿も、同時に存在していた。©Toshie Kusamoto

夕暮れ間近、受付開始直前から人々は集まり始め、
各々の敷地で「迎え火」を灯し始めた。

小山田が見つけてきた小さな焚き火セット。本来
は炭起こし器だが、焚き火用としても優れもの。
2Kg の薪とセットでお渡しした。

震災の時も、火を囲み語らう時間があった。二度
目のお盆での迎え火。ここでもさまざまな会話が
静かに交わされたことだろう ...。

ひとり迎え火を灯す姿も見られた。

開催：2012年8月13日
場所：宮城県女川町鷲神地区にて

主催：女川町復興連絡協議会　協力：女川町復
興サポートREAL eYE・女川福幸丸
共催：対話工房　協力：京都市立芸術大学・震
災リゲイン・アート屋台プロジェクト実行委員
会
協賛：有限会社 梅丸新聞店・社会福祉法人はら
から福祉会・社会福祉法人いぶき福祉会・プラ
ス株式会社ジョインテックスカンパニー・株式
会社ハイタイド・復興支援ネットワーク淡路島
助成： 企業メセナ協議会GBFund（東日本大震
災 芸術文化による復興支援ファンド）」・公益
財団法人アサヒビール芸術文化財団

「迎え火プロジェクト」

1970年宮城県生まれ。豊橋技
術科学大学建設工学科卒業。
アジア・ヨーロッパ各国の民
俗建築を巡る大陸横断の放浪
を経て、建築設計の実務に携
わる。2000年に海建築事務所
を開設。主に住宅・店舗のデ
ザインを手がける。地元ホー
ルでの舞台美術やイラストレ
ーションなどのアートワーク
への関わりを契機に、アート
屋台プロジェクト（2008年）、
震災後に対話工房（2011年）
を立ち上げ、人と土地の新し
い関わりの場をつくり続けて
いる。宮城県名取市在住。

か
い
こ　

 

き
い
ち

海 

子  

揮 

一

（
建
築
家
）

1961年鹿児島生まれ。京都市
立芸術大学日本画科卒業。84
年に友人らとパフォーマンス
グループ「ダムタイプ」を結
成。主に企画構成、舞台美術
を担当し、国内外の数多くの
公演に参加。90年より、さま
ざまな共有空間の開発を始め、
コミュニティセンター「アー
トスケープ」「ウィークエン
ドカフェ」「コモンカフェ」
「祈る人屋台」「カラス板
屋」などの企画の他、コミュ
ニティカフェ「Bazaar Cafe」
の立ち上げに参加するなど、
さまざまな友人らと造形施工
集団を作り共有空間の開発を
行う。京都府京都市在住。

こ
や
ま
だ　

と
お
る

小
山
田  

徹

（
美
術
家
／
京
都
市
立

芸
術
大
学
准
教
授
）

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

二
〇
一
一
年
九
月
設
立
。
宮

城
県
女
川
町
に
て
「
表
現
と

対
話
の
場
」
を
人
々
の
日
常

に
取
り
戻
す
た
め
、
地
域
の

方
々
と
共
に
活
動
し
て
い
る
。

宮
城
、
東
京
、
京
都
、
福
岡
、

沖
縄
か
ら
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な

る
表
現
者
ら
が
集
う
。
女
川

で
の
学
び
を
地
元
に
持
ち
帰

り
、
そ
の
場
の
当
事
者
と
し

て
自
ら
の
日
常
に
還
元
す
る

こ
と
も
行
う
。
二
〇
一
一
年

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
お
ち
ゃ
っ
こ

ク
ラ
ブ
」
、
二
〇
一
二
年

「
触
れ
ら
れ
る
未
来
展
（
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
グ
）
」
「
触
れ

ら
れ
る
未
来
／
ト
ー
ク
（
神

戸
）
」
「
災
い
の
彼
方
・
此

方
／
ト
ー
ク
＋
展
示
（
沖

縄
）
」
「
キ
ャ
ン
パ
ー
カ
フ

ェ
（
東
京
）
」
「
女
川
常
夜

灯 

迎
え
火
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
他
。

団
体
活
動

デ

ー

タ

【
今
後
の
予
定
】

◆
顔
の
見
え
る
個
人
的
な

関
係
性
か
ら
広
が
り
、
参

加
す
る
各
々
も
女
川
と
の

個
人
的
な
関
わ
り
を
見
い

だ
し
活
動
を
継
続
し
て
い

る
。
◆
親
し
い
住
民
へ
の

個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録

（
映
像
）
、
地
元
住
民
と

の
映
像
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

親
し
い
地
元
小
学
生
の
成

長
記
録
（
写
真
）
、
女
川

の
流
出
し
た
歴
史
伝
統
文

化
を
取
り
戻
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
予
定
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
：
山
田
創
平
）
、
そ
れ

ら
を
地
図
に
落
と
し
込
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
女
川
対

話
新
聞
（
仮
）
等
。
◆
対

話
工
房
は
「
人
々
の
表
現

を
支
え
る
」
た
め
の
乗
り

合
い
船
で
、
仲
間
の
乗
車

も
下
車
も
時
々
に
自
由
だ
。

全国のさまざまな協賛により支えられた。
資金援助に加え、砂利の上に座るための
マット、ボランティア用の賄い、子ども
の参加者に渡す招き猫のマドレーヌなど、
多くの物品提供もいただいた。写真は女
川の秋刀魚をつかった蒲焼き丼。宮城の
社会福祉協議会「はらから福祉会」さん
からの提供。

ドキュメント「迎え火プロジェクト」

注記なき写真は全て©Hirohiko Koyamada

　

震
災
か
ら
一
年
半
と
な
る
二
〇
一
二
年
九
月
十

一
日
に
本
コ
ラ
ム
（
註
：
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

総
合
情
報
サ
イ
ト
）
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

紹
介
す
べ
き
か
、
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ａ
Ｍ
事
務
局
で
話
し

合
い
を
重
ね
ま
し
た
。
現
地
と
外
部
の
人
が
か
か

わ
り
を
も
ち
、
被
災
地
の
こ
れ
ま
で
と
現
状
に
対
峙
し
、
こ
れ
か

ら
を
見
つ
め
る
活
動
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
れ
に
ぴ
た
り
と
あ
て

は
ま
っ
た
の
が
「
女
川
常
夜
灯　

迎
え
火
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
し

た
。

　

海
子
揮
一
氏
、
小
山
田
徹
氏
が
綴
る
言
葉
は
、
震
災
直
後
の
様

子
と
対
話
工
房
の
始
ま
り
、
「
迎
え
火
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
い

き
さ
つ
と
そ
れ
が
灯
す
未
来
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
伝
え
ま
す
。

共
通
し
て
読
み
と
れ
る
の
は
、
中
心
に
地
元
の
人
と
の
関
係
が
あ

り
、
会
話
や
語
ら
い
の
先
に
次
の
企
画
が
あ
る
と
い
う
流
れ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
や
芸
術
に
よ
る
支
援
の
な
か
に
は
、
結

果
的
に
一
方
的
な
押
し
つ
け
と
な
っ
て
し
ま
う
例
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
両
者
の
姿
勢
に
は
そ
れ
が
な
く
、
「
対
話
工
房
」
の
名
の

通
り
、
自
然
で
あ
た
た
か
な
対
話
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
点
も
評
価
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
助
成
を
受
け
て
い
る

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会
のGBFund

（
東
日
本

大
震
災　

芸
術
・
文
化
に
よ
る
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
）
の
採
択
活

動
で
も
あ
り
ま
す
。
同
フ
ァ
ン
ド
申
請
の
際
、
対
話
工
房
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
の
は
次
の
一
文
で
し
た
。
「
過
去
を
想
い
、
今
日
の
命

に
感
謝
し
、
明
日
を
生
き
る
力
に
変
え
て
い
く
」
。
そ
れ
が
達
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
海
子
氏
、
小
山
田
氏
の
原
稿
は
も
と
よ

り
、
写
真
に
見
え
る
女
川
町
連
絡
復
興
協
議
会
の
方
々
の
笑
顔
、

焚
き
火
を
囲
む
地
元
の
人
々
の
表
情
か
ら
、
信
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
関
係
者
の
個
々
の
活
動
も
含
め
、
今
後
を
心
か
ら
楽
し

み
に
し
、
応
援
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
企
業
メ
セ
ナ
協
議

会
様
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
）
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